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■内 容 

九州大学 自然災害情報ネットワークステーション（ＮＤＩＮＳ）オープニングセレモニー 

日 時：平成２４年１月２４日（火） ９：３０～１０：００ 

会 場：九大伊都キャンパス 西部地区自然災害資料センター（ウエスト２号舘４３０号室）  

 

プログラム 

 開会挨拶  今泉 勝己 防災環境ネットワーク部会長、九州大学理事・副学長 

   祝  辞  落合 英俊 九州大学理事・副学長    （テレビ会議にて） 

   祝  辞  中嶋 章雅 国土交通省九州地方整備局長 （テレビ会議にて） 

   祝  辞  熊谷 恒一郎 九州建設弘済会理事長 

   閉会挨拶  日野 伸一 工学研究院長 

（司  会  善 功企 西部地区自然災害資料センター長） 

 

 

 

なお、セレモニー終了後、引き続き１０時より、下記の報告会が九州地方整備局で予定されており、本

学からも当システムを活用して報告会に参加予定です。 

 

九大と九州地方整備局のタイ洪水対応関係の合同報告会 

内 容：１１月にタイで発生した洪水を受けて、九州地方整備局よりタイに洪水対策の 

    専門家が派遣され 12月末に帰国しました。１月２４日午前１０時より、九州地方整備局 

にて、合同のタイ洪水に関する帰国報告会を開催します。 

日 時：平成２４年１月２４日（火） １０：００～１１：３０ 

会 場：九州地方整備局８階防災対策室 

報告者：塚原健一 工学研究院教授、中原水災害予報企画官・小田建設専門官の３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

自然災害資料センター事務局 折居 

電話：０９２－８０２－２５４６ 

FAX：０９２－８０２－２５４５ 

Mail：ndicwj-a@civil.kyuhu-u.ac.jp 

自然災害情報ネットワークステーション（ＮＤＩＮＳ）オープニングセレモニーを開催 

 

概 要 

 災害が発生した際に、国土交通省九州地方整備局が撮影した映像を九州大学に同時配信するシス

テム「自然災害情報ネットワークステーション（NDINS）」を平成２４年１月より運用します。こ

れを記念して、平成２４年１月２４日（火）９時３０分より、伊都キャンパスにて、オープニング

セレモニーを開催します。 
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自然災害情報ネットワークステーションについて 

 

九州大学西部地区自然災害資料センター長 

善 功企 

（九州大学大学院 教授） 

 

１．趣旨 

 九州の自然災害における情報ネットワークを構築することを目的として、九

州地区の国立大学の防災機関、国土交通省九州地方整備局およびリアルタイム

防災に備えたモニタリング現場などを情報通信ネットワークで結ぶためのネッ

トワークステーションを確立し当センター内に整備します。 

 

２．概要 

（１）大学間ネットワーク 

九州地区の国立大学の間では、既に「防災環境ネットワーク部会」（国立大学

協会九州地区支部）を設け、大学における防災関係研究者のネットワークを構

築している。これに、今回のハード面を整備することで、ソフト、ハード両面

でネットワークが整備されます。 

（２）行政とのネットワーク 

九州大学と国土交通省九州地方整備局が 2010 年 11 月に締結した包括協定に

もとづき、防災情報の共有等に関する実施協定が結ばれました。これにより、

災害時の国土交通省九州地方整備局の情報を受け取ることが可能となりました

が、ネットワークを常設することで、突発災害における緊急情報もリアルタイ

ムでやりとりが可能となります。また、他大学との情報の共有もできます。 

（３）現地情報のリアルタイム収集 

 災害が予想される現場でのモニタリングデータをネットワークを介して収集

することによって、リアルタイム防災に活用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．狙い 

災害発生時に国土交通省九州地方整備局が撮影した被災地の動画 を九 

州大学に同時配信することで、防災の専門家が現地の状況を即座に把握し、

国や自治体に助言できます。地方整備局と大学がこうしたシステムを導入

するのは全国初の試みです。 

これにより、防災に取り組んでいる九州大学内の研究者の成果を活用し、

社会貢献に繋げます。 

 

４．展望 

将来は、九州大学から九州の各国立大学に動画を転送する態勢を整え、 

さらには無線・光ファイバー等を駆使した災害情報ネットワークの構築

を目指します。 

 

自然災害資料センター設備（案）

映像

音声

凡例

映像･音声

九州地方整備局 災害対策本部

電話で参加

③ﾏｲｸ・ｽﾋﾟｰｶ
④携帯電話

①ﾈｯﾄﾜｰｸｶﾒﾗ

PC（映像受信）

音声ﾐｷｻｰ

ﾏｲｸ・ｽﾋﾟｰｶ

②PC（映像受信）

⑦ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰﾀ
＋通信ｶｰﾄﾞ

⑥IP変換器

災害現場等

九州大学（伊都キャンパス）

⑤ﾊﾝﾃﾞｨｶﾒﾗ

⑩携帯電話

⑨携帯電話

⑧PC（映像受信）

⑪ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ

※ドコモTV電話ソフトを利用
（無料アプリ）
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